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掛川地区・沓掛

　応夢山定光寺は、臨済宗妙心寺派に属し、地蔵菩薩を本尊とします。建武 3 年 （1336） に覚源禅師 
（平心処斎） により開山されました。本堂 （仏殿） は、暦応 3 年 （1340） に建立され、火災にあいます
が明応 2 年 （1493） に再建されました。本尊を安置する宮殿は明応 9 年 （1500） に完成しています。
本堂の上層部分は、明治 13 年 （1880） 以前には板葺きの切妻造の仮屋根となっていましたが、昭和 
13 年 （1938） には本堂全体の解体修理が行われ、上層仮屋根は同様の建築様式の事例や宮殿の構造
を基にこけら葺の入母屋造に復元されました。本堂は、方三間の主屋の周囲に裳階をとりつけた構造で、
下層の斗栱や桟唐戸、外壁の花頭窓、内部の海老虹梁や大虹梁・大瓶束の特徴は、典型的な禅宗様
をなしています。

定光寺（国指定文化財 / 建造物）
　定光寺の参道入り口の池にかかる橋で、この橋の前で参拝者が馬を降りたことから「下馬橋」ともい
われていました。尾張藩二代藩主徳川光友が、時の奉行熊谷政実に命じて架設させた石橋で、承応 2 
年 （1653） 2 月に着工し、同年 5 月に完成しました。橋は全て花崗岩でできており、その構造は池の両
岸の石積みに、長さ 6 ｍ以上もある三本の橋桁を渡し、その橋桁に主な橋部を組み合わせています （長
さ 5.85 ｍ 幅 2.82 ｍ） 。江戸時代には、池に蓮を植え、参道に桜並木を作るなど、橋とよく調和した
風景であったため、定光寺における優れた景勝である「応夢山十境」の一つ「一超直入」に挙げられ
ていました。

直入橋（市指定文化財 / 建造物）

はし げた

　沓掛は、定光寺の門前にあたります。定光寺と定光寺公園は景勝地として知られ、春
の桜や秋の紅葉の時期には多くの人で賑わいます。また定光寺本堂や源敬公廟など文
化財も多く、瀬戸を代表する観光地となっています。
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掛川地区・沓掛

　応夢山定光寺は、臨済宗妙心寺派に属し、地蔵菩薩を本尊とします。建武 3 年 （1336） に覚源禅師 
（平心処斎） により開山されました。本堂 （仏殿） は、暦応 3 年 （1340） に建立され、火災にあいます
が明応 2 年 （1493） に再建されました。本尊を安置する宮殿は明応 9 年 （1500） に完成しています。
本堂の上層部分は、明治 13 年 （1880） 以前には板葺きの切妻造の仮屋根となっていましたが、昭和 
13 年 （1938） には本堂全体の解体修理が行われ、上層仮屋根は同様の建築様式の事例や宮殿の構造
を基にこけら葺の入母屋造に復元されました。本堂は、方三間の主屋の周囲に裳階をとりつけた構造で、
下層の斗栱や桟唐戸、外壁の花頭窓、内部の海老虹梁や大虹梁・大瓶束の特徴は、典型的な禅宗様
をなしています。

定光寺（国指定文化財 / 建造物）
　定光寺の参道入り口の池にかかる橋で、この橋の前で参拝者が馬を降りたことから「下馬橋」ともい
われていました。尾張藩二代藩主徳川光友が、時の奉行熊谷政実に命じて架設させた石橋で、承応 2 
年 （1653） 2 月に着工し、同年 5 月に完成しました。橋は全て花崗岩でできており、その構造は池の両
岸の石積みに、長さ 6 ｍ以上もある三本の橋桁を渡し、その橋桁に主な橋部を組み合わせています （長
さ 5.85 ｍ 幅 2.82 ｍ） 。江戸時代には、池に蓮を植え、参道に桜並木を作るなど、橋とよく調和した
風景であったため、定光寺における優れた景勝である「応夢山十境」の一つ「一超直入」に挙げられ
ていました。

直入橋（市指定文化財 / 建造物）

はし げた

　沓掛は、定光寺の門前にあたります。定光寺と定光寺公園は景勝地として知られ、春
の桜や秋の紅葉の時期には多くの人で賑わいます。また定光寺本堂や源敬公廟など文
化財も多く、瀬戸を代表する観光地となっています。
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定光寺公園

　JR 中央線「定光寺駅」から徒歩約 15 分の場所に位置し、弁天堂の浮かぶ正伝池を中心とした公園で、
愛知高原国定公園に指定されています。桜の名所として有名ですが、紅葉の時期にも、境内の周りが色
づき非常にきれいです。一帯は定光寺自然休養林として国が管理しており、足を延ばせば、森林交流館
などの施設や、東海自然歩道・こもれびの径などの散策路もあり、歴史を感じながら自然を満喫できる
一帯となっています。

　定光寺公園内の正伝池には赤い弁天橋が池に突き出し、その先に浮島があり開運弁財天を祀る六角
形の弁天堂があります。もともと定光寺本堂左手の池にあった六角堂を移築したもので、毎年 4 月に一度
扉が開けられます。紅葉の季節には周辺のもみじとともに絶好の写真スポットとなっています。

弁天堂

　源敬公廟は、慶安 3 年 （1650） に没した尾張徳川家初代藩主の徳川義直の廟所です。慶安 4 年 
（1651） に墳墓・石標、承応元年 （1652） に竜の門以奥の門 （唐門） ・殿舎 （焼香殿・宝蔵） ・築地塀
が完成し、元禄 12 年 （1699） に獅子の門が建てられました。徳川義直は儒教の影響を強く受け、死
に際しても他のほとんどの諸大名が仏式の墓を築く中、仏式の法名を受けることを拒み、霊廟は儒教式
の建築となりました。設計は、明から帰化した陳元贇によるものと伝えられ、儒教の礼制に基づく建物
配置と殿舎の銅葺瓦に魚形の正吻や蕨手を載せるなど、中国風の意匠が一部にみられます。江戸時代
前期における中国建築の理解の実態を示す事例として興味深い建造物群です。

源敬公 （徳川義直） 廟 （国指定文化財 / 建造物）
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ちん   げん   ぴん
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定光寺公園

　JR 中央線「定光寺駅」から徒歩約 15 分の場所に位置し、弁天堂の浮かぶ正伝池を中心とした公園で、
愛知高原国定公園に指定されています。桜の名所として有名ですが、紅葉の時期にも、境内の周りが色
づき非常にきれいです。一帯は定光寺自然休養林として国が管理しており、足を延ばせば、森林交流館
などの施設や、東海自然歩道・こもれびの径などの散策路もあり、歴史を感じながら自然を満喫できる
一帯となっています。

　定光寺公園内の正伝池には赤い弁天橋が池に突き出し、その先に浮島があり開運弁財天を祀る六角
形の弁天堂があります。もともと定光寺本堂左手の池にあった六角堂を移築したもので、毎年 4 月に一度
扉が開けられます。紅葉の季節には周辺のもみじとともに絶好の写真スポットとなっています。

弁天堂

　源敬公廟は、慶安 3 年 （1650） に没した尾張徳川家初代藩主の徳川義直の廟所です。慶安 4 年 
（1651） に墳墓・石標、承応元年 （1652） に竜の門以奥の門 （唐門） ・殿舎 （焼香殿・宝蔵） ・築地塀
が完成し、元禄 12 年 （1699） に獅子の門が建てられました。徳川義直は儒教の影響を強く受け、死
に際しても他のほとんどの諸大名が仏式の墓を築く中、仏式の法名を受けることを拒み、霊廟は儒教式
の建築となりました。設計は、明から帰化した陳元贇によるものと伝えられ、儒教の礼制に基づく建物
配置と殿舎の銅葺瓦に魚形の正吻や蕨手を載せるなど、中国風の意匠が一部にみられます。江戸時代
前期における中国建築の理解の実態を示す事例として興味深い建造物群です。

源敬公 （徳川義直） 廟 （国指定文化財 / 建造物）
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掛川地区・沓掛地図晒しの滝

　定光寺川は定光寺公園から庄内川まで流れる 2.3 Km の短い川ですが、笠原断層よって形成された旧
斜面により比高差のある急峻な沢となっています。河床にはチャートの大岩により滝と淵が連続しています。
その中で最も落差があるのが「晒しの滝」で、巨大な一枚岩の上を流れる水流が白い筋となり、布晒し
をしているように見えることからこう呼ばれるようになりました。河岸には茶店もあり、定光寺駅から定光寺
へ上る途中にあることから滝を見ながら休憩する絶好の場所となっています。

　城嶺橋は名古屋開府 250 年を記念し、明治 42 年 （1909） 3 月に着工、翌年完成した木橋でした。
初代の木橋は完成の翌年に大水で流出してしまい、大正元年 （1912） に吊橋で復旧しますが、昭和 11 
年 （1936）、 2 代目橋の下流側に平行して京都四条大橋を模してコンクリートアーチ橋建設に着工、翌年
完成したのが 3 代目である現在の橋です。親柱に尾張徳川家 19 代義親氏による「城嶺橋」の揮毫があり、
大正期の水平線・垂直線を強調する「セセッション」風デザインであった「まぼろしの四条大橋」の面影
を残した橋として、貴重な近代化遺産となっています。

城嶺橋

❶定光寺（P130）
❷直入橋（P131）
❸源敬公廟（P132）
❹定光寺公園（P133）
❺弁天堂（P133）
❻晒しの滝（P134）
❼城嶺橋（P134）

❻❻

❶❶

207

205

205
205

展望茶屋

正伝池正伝池 定光寺川定光寺川
定光寺川定光寺川

❸❸

❹❹

❷❷

❺❺
定光寺町

庄
内
川

❼❼

さら
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掛川地区・沓掛地図晒しの滝

　定光寺川は定光寺公園から庄内川まで流れる 2.3 Km の短い川ですが、笠原断層よって形成された旧
斜面により比高差のある急峻な沢となっています。河床にはチャートの大岩により滝と淵が連続しています。
その中で最も落差があるのが「晒しの滝」で、巨大な一枚岩の上を流れる水流が白い筋となり、布晒し
をしているように見えることからこう呼ばれるようになりました。河岸には茶店もあり、定光寺駅から定光寺
へ上る途中にあることから滝を見ながら休憩する絶好の場所となっています。

　城嶺橋は名古屋開府 250 年を記念し、明治 42 年 （1909） 3 月に着工、翌年完成した木橋でした。
初代の木橋は完成の翌年に大水で流出してしまい、大正元年 （1912） に吊橋で復旧しますが、昭和 11 
年 （1936）、 2 代目橋の下流側に平行して京都四条大橋を模してコンクリートアーチ橋建設に着工、翌年
完成したのが 3 代目である現在の橋です。親柱に尾張徳川家 19 代義親氏による「城嶺橋」の揮毫があり、
大正期の水平線・垂直線を強調する「セセッション」風デザインであった「まぼろしの四条大橋」の面影
を残した橋として、貴重な近代化遺産となっています。

城嶺橋

❶定光寺（P130）
❷直入橋（P131）
❸源敬公廟（P132）
❹定光寺公園（P133）
❺弁天堂（P133）
❻晒しの滝（P134）
❼城嶺橋（P134）

❻❻

❶❶
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